
奥
浄
瑠
璃
本
の
依
拠
本
と
し
て
の
六
段
本

―

‐
佐
藤

理
作

（
利
作

）

旧
蔵
書

か
ら
―

‐

（
こ

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
る

『
し

だ

の
小
太
郎
』

（
五
１

３
１

２
１

２２
）
に
は
題
餐
は
な
く
、
終
丁

裏
は
十
五
行
で
本
文
が
終
わ
り
、
二
行
分
は
空
白
と
な

っ
て
い
て
、

刊
記
は
な

い
。
し
か
し
、
裏
表
紙
見
返
し
に

「
文
政
十

二
年
／
葉

月
十
日
求
之
／
山
田
村
／
佐
藤
理
作
持
主
」
と

い
う
識
語
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
表
紙
見
返
し
に

「
佐
藤
利
作
」
（
陽
刻
、
縁
な
し
）
、
内

題
下
に

「佐
藤
利
作
口
田
□
］
」
（陰
刻
）
の
印
記
が
あ
る

（
終
丁
本
文

末
に
も
）
。

こ
れ
と
同
様
の
浄
瑠
璃
本
が
他
に
も
あ
る
。
群
馬
県
高
崎
市
の
名
雲
書
店

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「和
本
の
部
屋
」
Ｖ
Ｏ
Ｌ
ｌ
）
に
掲
載
さ
れ
る

『切
兼

曾
我
』
と

『く
ま
が
ゑ
』
で
あ
る
（注
１
）ｏ
前
者
は
、
題
餐
は
な
く

（内
題

「切

兼
曾
我
し
、
刊
記
は

「正
徳
二
年
正
月
吉
日
」
と
の
み
あ
り
、
板
元
名
は
な

い
。
裏
表
紙
見
返
し
に

「山
田
村
住
／
佐
藤
理
作
持
主
／
文
政
十
萱
歳
漆
月

七
日
／
此
主
理
作
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
後
者
は
、
題
餐
・内
題
は
な
い
が
、

刊
記
に

「享
保
囲
／
正
月
吉
日
　
う
ろ
こ
か
た
や
孫
兵
衛
」
と
あ
り
、
裏
表

紙
見
返
し
に

「文
政
十
弐
年
／
金
秋
十
日
求
之
也
／
山
田
村
土
巻
／
佐
藤
理

作
持
主
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
こ
の
二
点
に
も
、
表
紙
見
返
し
、
内
題
下

や
終
丁
本
文
末
に

「佐
藤
利
作
」
、
「佐
藤
利
作
日
闇
□

」
の
印
記
が
見
ら
れ
、

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵

『し
だ
の
小
太
郎
』
と
、
も
と
は
同
じ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の

一
部
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
れ
ら
の
浄
瑠
璃
本
を
買

い
求
め
た
佐
藤
理
作

（利
作
）
な
る
人
物

の
住
所

「
山
田
村
」
と
は
ど
こ
な
の
か
、
右
の
識
語
か
ら
だ
け
で
は
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
物

の
手
に
成
る
写
本

『肥
前
敵
討
』
に

は

「
奥
州
仙
台
領
伊
具
郡
角
田
下
山
田
邑
住
／
佐
藤
理
作
／
書
之
也
」

と

い
う
識
語
が
見
え
る
。
こ
の
伊
具
郡
の
山
田
村
は
、
明
治
二
十
二
年

ま
で
の
村
名
で
、
そ
の
後
、
舘
失
間
村
を
経
て
、
現
在
は
丸
森
町
と
な

っ
て
い
る
。
南
西
は
福
島
県
と
隣
接
し
、
町
の
北
部
を
阿
武
隈
川
が
流

れ
る
、
宮
城
県
南
端

の
町
で
あ
る
。
他
に
、
「仙
台
騒
動
記
」
（外
題
。

井

上

勝

志
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尾
題

「
仙
台
兵
部
記
終
」
）
と
い
う
写
本
に
も
、
右
の
浄
瑠
璃
本
に
見
ら

れ
た

「佐
藤
利
作
［‐Ｔ‐
同
日

」
の
印
記
が
あ
り

（終
丁
）
、
終
丁
末
に

「山
田

村
土
巻
／
佐
藤
理
作

（墨
印
）
／
利
信

（墨
印
）
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
『今
川
三
度
之
忠
臣
』
と
い
う
写
本
に
は

「明
治
十
七
年
三
月

十
日
」
山
田
村
佐
藤
利
作
宗
直
」
七
十
四
才
書
」
と
い
う
識
語
が
あ
り

（扉

裏
）、
年
齢
も
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
七

〔
一
八
八
四
〕
年
時
点
で

七
十
四
歳
で
あ
っ
た
理
作

（利
作
）
は
、
文
政
十
二

〔
一
八
二
九
〕
年
に
は

十
九
歳
と
い
う
計
算
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
書
写
の
年
代
を
記
す
も
の
と
し

て
は
、
佐
藤
理
作

（利
作
）
と
の
関
係
は
不
明
乍
ら
、
「慶
応
元
年
正
月
吉

日
／
山
田
村
／
佐
藤
慶
次
郎
」
（表
紙
見
返
し
）
、
「慶
応
元
年
十
二
月
吉
日

／
山
田
村
／
佐
藤
慶
二
郎
写
之
」
（終
丁
末
）
の
識
語
を
持
つ
『壷
坂
之
本
地
』

と
い
う
写
本
も
あ
る

（以
上
の
写
本
は
い
ず
れ
も
架
蔵

（注
２
））
０

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
柳
亭
種
彦
の

『用
捨
箱
』
（下
巻

・
匡

奥
浄
瑠
璃
）
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

江
戸
馬
喰
町
の
絵
草
紙
屋
永
寿
堂
畑
屋
に
。
阿
弥
陀
の
胸
割
。
き
り
か

ね
曽
我
。
熊
谷
。
の
類
の
古
浄
瑠
璃
六
七
種
元
禄
宝
永
の
頃
再
彫
し
た

る
摺
板
伝
は
り
て
あ
り
近
く
文
化
中
ま
で
春
毎
に
製
本
し
て
奥
州

へ
の

み
く
だ
せ
り
故
に
永
寿
堂
に
て
は
仙
台
浄
瑠
璃
と
と
な

へ
又
正
本
と
い

ふ
。
奥
州
に
は
今
も
是
等
の
浄
瑠
璃
を
か
た
る
者
あ
り
三
線
は
な
く
扇

に
て
拍
子
を
と
る
の
み
な
り
と
ぞ
彼
地

へ
の
み
売
く
だ
す
は
此
故
な
り
。

按
る
に
俳
諧
の
句
に
見
え
た
る
奥
浄
瑠
璃
と
い
ふ
是
な
り

こ
こ
で
言
う

「仙
台
浄
瑠
璃
と
と
な

へ
又
正
本
と
い
ふ
」
も
の
に
つ
い
て
、

た
と
え
ば
、
大
槻
文
彦

「仙
台
浄
瑠
璃
の
考
」
（「音
楽
」
第
二
巻
第
二
号
所

載
。
『仙
台
叢
書
」
に
拠
る
）
中
で
、
「仙
台
浄
瑠
璃
の
語
り
物
標
題
数
多
し
。

…
…
語
り
本
も
写
本
に
て
往
々
伝
ふ
、
但
し
、
馬
喰
町
西
村
屋
に
て
摺
出
せ

り
と
い
ふ
板
本
未
だ
見
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
寿
堂
西
村
屋
が
刊
行
し
た

奥
浄
瑠
璃
の
板
本
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
な
理
解
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
永
寿
堂
西
村
屋
で
言
っ
て
い
た

「仙
台
浄
瑠
璃
」
と
は
、
仙

台
で
語
ら
れ
た
浄
瑠
璃

（所
謂
御
国
浄
瑠
璃
や
奥
浄
瑠
璃
）
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
「仙
台
」
を
中
心
と
し
た

「奥
州
へ
の
み
」
「売
く
だ
」
し
た

「浄

瑠
璃
」
「正
本
」
（厳
密
に
言
え
ば
、
語
り
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、

「
正
本
」
と
は
言
え
な
い
が
）
と
の
謂
い
で
あ
り
、
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
六

段
本

（江
戸
板
あ
る
い
は
上
方
板
の
浄
瑠
璃
本
に
依
拠
し
つ
つ
、
挿
絵
も
含

め
、本
文
を
大
胆
に
刈
り
込
ん
で
再
生
産

（
＝
「再
彫
」）
さ
れ
、正
月
に

（
＝

「春
毎
に
」）
売
り
出
さ
れ
た
六
段
構
成
の
浄
瑠
璃
読
み
本
）
の
再
印
本
で
あ

っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
事
実
、
右
に
見
た

「し
だ
の
小
太
郎
』
『く

ま
が
ゑ
』
の
識
語
に
見
る
よ
う
に
、
文
政
十
二
年
に
、
仙
台
藩
領
内
の
佐
藤

理
作
は
大
段
本
を
買
い
求
め
て
い
た
。
先
の
名
雲
書
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

本
と
同
板
か
と
思
わ
れ
る
霞
亭
文
庫
蔵
の

「切
兼
曾
我
』
に
は
、上
部
に

「絵

入
」
と
二
行
書
き
し
、
「切
兼
曾
我
」
の
外
題
の
下
に
永
寿
堂
西
村
屋
の
紋

の
あ
る
題
察
が
残
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
体
裁
の
題
螢
を
持
つ

『二
人
比
丘
尼
』

（「宝
永
七
寅
／
正
月
吉
祥
日
」
の
刊
記
）
上
下
二
巻
も
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
も

「佐
藤
利
作
日
闇
円
一
」
の
印
記
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
、
宝
永

・
正
徳
か
ら
享
保
に
か
け
て
の
時
期
、
中
本
に
仕
立

て
ら
れ
た
も
の
の
再
印
本
、
さ
ら
に
は
そ
の
覆
刻
本
が
永
寿
堂
西
村
屋
に
よ
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っ
て
、
文
化

。
文
政
期
に
至
る
ま
で
、
奥
州
に
は
供
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う

種
彦
の
言
が
佐
藤
理
作

（利
作
）
旧
蔵
書
に
よ
っ
て
跡
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
奥
州
で
は
当
時
も
そ
れ
ら
が
語
ら
れ
て
い
た
、
つ
ま
り
、
江
戸
の
六
段

本
が
奥
浄
瑠
璃
本
の
依
拠
本
と
し
て
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
き
流
し
て
は

い
いり
み
ひ
い
。

次
に
、
こ
の
こ
と
が
持
つ
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
確
認

す
る
。

（二
）

享
保
十
年
と
見
ら
れ
る

「
乙
巳
正
月
吉
日
　
う
ろ
こ
か
た
や
三
左
衛
門

板
」
の
刊
記
を
持
つ

『
〔都
誓
願
寺
如
来
之
御
本
地
〕』
（仮
題
）
（東
京
都
立

図
書
館
蔵
。
『古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
十
、百
九
十
七
番
。
以
下
江
戸
板
）
に
は
、

先
行
す
る
寛
文
八
年
十
月
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板

『誓
願
寺
本
地
』
（東
京
大

学
総
合
図
書
館
蔵
。
『同
右
』
第
五
、
百
九
番
。
以
下
上
方
板
）
が
あ
る
。
こ

の
両
者
に
つ
い
て
、
『古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
十
の
解
題
で
、
す
で
に
次
の

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
来
江
戸
板
の
よ
う
に
あ
っ
た
文
章
を
、
上
方

板
が
不
用
意
な
省
略
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

両
者
に
共
通
し
た
祖
本
と
し
て
の
江
戸
板
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
都
立
図
書

館
蔵
本
と
同
板
の
江
戸
板

（東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
の
初
丁
は
落
丁
で

あ
る
が
、
補
筆
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
補
文
は
概
ね
都
立
図
書
館
蔵
本
に

近
い
が
、
上
方
板
に
近
い
と
こ
ろ
や
、
独
自
の
文
飾
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

都
立
図
書
館
蔵
本
と
は
別
の
江
戸
板
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
補

筆
部
分
に
は
奥
浄
瑠
璃
に
よ
く
見
ら
れ
る
訛
り
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

上
方
板
と
江
戸
板
と
で
は
、
挿
絵
に
お
い
て
も
直
接
の
依
拠
関
係
は
見
ら

れ
な
い
が
、
例
に
よ
っ
て
、
元
は
上
方
板
の
よ
う
に
あ
つ
た
複
数
の
図
を

一

図
に
ま
と
め
る
操
作
が
江
戸
板
で
は
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
上
方
板

に
は
見
え
な
い
、け
し
こ
く
の
道
行
場
面
を
描
い
た

「わ
か
君
舟
ち
み
ち
行
」

の
図

（第
二
・三
図
）
が
江
戸
板
に
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
操

作
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
江
戸
板
が
こ
の
図
の
み
創
作
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、

上
方
板
と
江
戸
板
と
を
取
り
合
わ
せ
て
復
原
さ
れ
る
よ
う
な
本
文

・
挿
絵
を

持
っ
た
江
戸
板
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
江
戸

板
の
落
丁
部
分
を
補
っ
た
奥
浄
瑠
璃
本
が
拠
っ
た
江
戸
板
も
こ
の
系
統
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（図
①
参
照
）。

こ
こ
に
、
奥
浄
瑠
璃
本

『誓
願
寺
如
来
記
」
（内
題
。
以
下
奥
浄
瑠
璃
本
）

が
あ
る

（架
蔵
）
。
終
丁
末
に

「佐
藤
利
作
宗
直
」、
裏
表
紙
見
返
し
に

「明

治
七
年
甲
成
十
二
月
吉
日
」
の
識
語
が
あ
る
よ
う
に
、
（
一
）
で
見
た
佐
藤

利
作
の
手
に
成
る
写
本
で
あ
る
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
江
戸
板
の
、

奥
浄
瑠
璃
と
思
わ
れ
る
補
筆
部
分
と
比
較
す
る
と
、
補
筆
部
分
が
上
方
板
に

近
い
部
分
や
補
筆
部
分
の
独
自
箇
所
で
は
、
こ
れ
と
は

一
致
せ
ず
、
江
戸
板
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に
近
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
を
対
照
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、補
筆
部
分
（お

よ
び
、
そ
の
依
拠
本
で
あ
る
江
戸
板
）
と
は
親
子
関
係
に
な
い
と
見
て
よ
い
。

で
は
、
奥
浄
瑠
璃
本
は
、
日
①
の
回
国
回
、
あ
る
い
は
関
躙
［出
一内
か
ら
出
て

い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
は
考
え
に
く
い
。

二
段
目
末
か
ら
三
段
目
冒
頭
に
か
け
て
の
、
江
戸
板
と
奥
浄
瑠
璃
本
の
対

照
表
を
次
に
掲
げ
る

（奥
浄
瑠
璃
本
に
句
切
点
は
な
い
が
、
適
宜
読
点
を
施

し
て
示
す
）。

正
住
、
叶
は
じ
と
、
は
ら
を
切
ら
ん
と
し
給
い
し
を
、
よ
せ
て
の
大
ぜ
い
お

正
住
も
　
　
　
　
　
腹

を
切
　
ん
と
な
し
け
れ
共
、　
討

手
の
者
　
共
折

ち
か
さ
な
り
、
つ
い
に
生
取
奉
り
、　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
時
　
　
つ
く

重
　
り
、　
終

に
生
捕
奉
り
、
高
手
小
手
に
縄
て
、　
勝

時
三
度
作
て

口
園
□

【江
】
さ
れ
共
、
て
き
は
、
大
せ
い
に
て
、
ち
り
／
ヽ
に
打
な
さ
れ
、
今
は

【奥
】

去

共
、　
敵
　
　
大

勢

に
て
、　
散
　
々
　

討
な
さ
れ
、
今
ハ

ー
ー
ー
以
下
、
【奥
】
の
み
に
あ
リ
ー
ー
ー

友
重
大
音
上
、
日
本
人
の
手
並
み
の
程
、
下
唐
人
原
に
見
せ
ん
や
と
、
先
に

立
た
る
松
の
本
を
、
ふ
つ
と
ね
ち
切
、
多
勢
か
中
に
わ
つ
て
出
、
東
西
南
北

嫌
な
く
、
髪
を
先
度
と
命
限
根
限
討
て
廻
れ
ハ
、
此
勢
に
肝
を
消
し
、
物
に

能
々
縦
る
に
、
虎
に
風
か
毛
を
振
ふ
、
鹿
が
葉
噛
を
成
す
共
、
是
に
ハ
如
何

て
勝
る
へ
し
、
村
々
は
つ
と
逃
散
た
り
、
向
駈
来
奴
原
を
四
方
へ
さ
つ
と
押

散
し
、
小
高
所
に
駈
上
り
、
我
身
を
顧
に
、
浅
手
深
手
ハ
嫌
な
く
、
数
ケ
所

に
疵
を
負
に
け
り
、
血
刀
杖
に
つ
き
、
君
の
御
前
に
畏
、
君
か
御
先
途
見
届

度
ハ
候
へ
共
、
斯
成
果
て
候
ヘ
ハ
、
御
暇
給
は
れ
と
、
切
先
く
わ
へ
て
か
つ

は
と
訃
、
剣
ハ
邪
見
の
物
成
ハ
、
後
へ
貫
れ
、
残
物
に
ハ
鍔
斗
、
三
十
五
才

を

一
世
と
し
て
、
唐
士
の
露
と
消
に
け
り

１
１
１
‥
こ
こ
ま
で
―
―
―
―

り
、
引
た
り
け
る
、
か
の
正
住

の
心
中
、
む
ね
ん
共
中
／
ヽ
申
斗
は
な
か
り

引
た
り
け
る

け

り

三
た
ん
め

い
た
は
し
や
、
正
住
は
、
官
く
ん
に
生
取
ら
れ
、
つ
ゐ
に
、
こ
く
や
に
お
し

労
　
敷
や
、
正
住
ハ
、
官

軍

に
生
捕
　
れ
、　
終

に
　
獄

屋
に

押

こ
め
ら
れ
、
う
き
月
日
を
そ
お
く
ら
る
ゝ

込

ら
れ
、　
一憂

月
日
を
そ
　
送
　
る
ヽ
、
か
の
正
住
の
心
の
中
、
無
念
さ
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去
程
に
、
御
か
と
に
は
、
け
つ
け
い
　
う
ん
か
く
召
れ
、
せ
ん
し
に
は
、

去
程
に
、
　

帝
　
に
ハ
、
け
い
し
や
う

壼
〓　
閣

召
れ
、　
宣

旨
に
ハ
、

江
戸
板
で
は
友
重
の
活
躍
の
描
写
、
死
へ
の
言
及
は
な
く
、
正
住
が
自
害

を
し
よ
う
と
す
る
が
、
生
け
捕
ら
れ
る
ま
で
で
二
段
目
を
終
え
、
三
段
目
の

冒
頭
で
正
住
が
獄
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、
唐
土
の
帝
の

宣
旨
の
場
面
へ
と
話
が
移
る
。
奥
浄
瑠
璃
本
で
は
、
友
重
の
奮
戦
と
自
害
が

語
ら
れ
た
後
、
自
害
し
よ
う
と
す
る
正
住
が
生
け
捕
ら
れ
、
獄
屋
に
押
し
込

め
ら
れ
る
ま
で
を
二
段
目
に
収
め
て
、
三
段
目
は
唐
土
の
帝
の
宣
旨
云
々
か

ら
始
ま
る
。

一
方
、
上
方
板
で
は
、
「ま
さ
ず
み
あ
く
じ
の
事
井
た
い
り
よ
り
う
つ
て

参
事
」
の
見
出
し
の
あ
る
第
二
を
、　
一
騎
当
千
の
友
重
の
奮
戦
で
語
り
収
め
、

第
二
冒
頭
で
、
深
手
を
負
ち
た
友
重
が
亡
く
な
り

（「す
せ
ん
の
て
き
に
わ

た
り
合
、
ふ
か
で
を
か
う
む
り
、
心
は
た
け
く
い
さ
め
共
、
次
第
に
せ
い
き

を
と
ろ
ひ
、
今
を
か
ぎ
り
と
也
に
け
り
…
…
五
十
八
を

一
せ
と
し
、
終
に
む

な
し
く
也
に
け
り
」
）
、
正
角
は
自
害
を
し
よ
う
と
す
る
が
、　
一
命
を
帝
へ
奉

る
た
め
自
ら
禁
中
へ
赴
く
、
と
い
う
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
奥
浄
瑠
璃
本
と

は
、
友
重
の
奮
戦
場
面
の
文
辞
や
友
重
の
享
年
も

一
致
せ
ず
、
展
開

・
構
成

も
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
け
ん
も
ん
し
が
玉
よ
う
夫
人
と
別
れ
る
、
次
の
場
面
に
お
い
て
も
、

奥
浄
瑠
璃
本
は
基
本
的
に
江
戸
板
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
上
方
板
と

対
応
す
る
部
分
や
独
自
本
文
も
有
す
る
。

□
圏
□

【上
】

命
た
に
あ
る
な
ら
ば
、
又
あ
ふ
ま
で
の
か
た
み
に
は
、
　
　
　
み
ど

【江
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
あ
ふ

迄

の
か
た
み
に
は
、
　
　
　
み
と

【奥
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又

逢
　
為
　
　
　
　
に
ハ
、
胎
内
の
み
と

よ
共
中
／
ヽ
申
斗
無
見

り
子
を
そ
だ
て
給

へ

や
と
、

り
子
　
そ
た
て
給

へ

や
と

り
子

　

育

て
給
ハ
れ
や
と

‐①
ヽ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

心
づ
よ
く
は
の
給
へ
共
、
せ
き
く
る
涸
の
お

の
給
へ
は
、

´
旦
　
　
ハ
、

ち
く

る
は
、

つ
ら
ぬ
く

た
ま

の
こ
と
く
也
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ぶ
に
ん
は
、
あ
ま
り
の
か
な
し
さ
に
、
な
さ
け
な
の
御
と
ば
や
、
お
も
き
が

ふ

人

　

、
　

余
　
の
か
な
し
さ
に
、
　

情
　
な
の
御

詞

や
、

ぶ

人

　

、
　

余
　
の
か
な
し
さ
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
も
留
給

と
、
こ
ゑ
を
あ
げ
て
ぞ
な
け
か
る
ヽ

と
、
し
ば
し
き
へ
入
給
い
け
り

帰
ら
せ
給
ふ
へ
し
と
、　
暫

し
き
へ
入
給
へ
け
る

う

へ
の
さ
よ
こ
ろ
も
、
つ
ま
を
か
さ
ね
て
三
と
せ
が
内
、
か
た
ち
に
か
げ
の

ハ
す
ハ
、
我
諸
共
に
運
で
だ
ベ
ー
夫
が
叶
ぜ
給
ノ、‐
す
ノ、‐
ヾ
七
月
半
の
み
と
り

そ
ふ
ご
と
く
、
へ
ん
し
は
な
れ
し
と
お
も
ふ
身
が
、
な
が
き
わ
か
れ
と
也
は

な
か
き
わ
か
れ
と
成
は

子
か
誕
生
有
迄
待
給

へ
、
夫
か
叶
せ
給
ず
ハ
、
　
　
　
永
　
　
別
　
と
成

ハ

け
ん
も
ん
し
　
、
共
に
心
み
だ
る
れ
と
、
と
ゞ
ま
る
べ
き
、
み
ち
な
ら
ね
は
、

け
ん
も
ん
し
も
、
　
　
心
み
た
る
れ
と
、
と

ゝ
ま
る
へ
き

　

道

な
ら
ね
は
、

け
ん
も
ん
じ
ハ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
　
る
べ
き
　
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
、

さ
の
み
な
げ
か
せ
給
ひ
そ
よ
、
ら
い
ね
ん
の
な
つ
の
比
、

さ
の
ミ
な
け
か
せ
給
ふ
ま
し
、　
来
　
年

の

花

の
頃
迄
待
給
へ
、
花
の
頃

む
か
ひ
の
ふ
ね
を
こ
す
へ
き
ぞ
、

に
も
成
な
ら

ハ
、
　

迎
　
の

舟

を

遣

也
　
と

①
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―

口
に
ハ
立
派
に
宣
と
、

さ
ら
は
と
い
へ
る
其
こ
ゑ
に
、
み
が
た
も
　
次
第

さ
ら
は
と
い
へ
る
其

声

も
　
す
か
た
も
、
次
第

出
る
潤

ノ、‐
貫
ョ
の
如
也
、　
去

ハ
と

云

る
其

声

も
　
　
姿
　
ハ
　
次
第

て
、
な
に
し
に
命
な
が
ら
ゑ
ん
、

て
、　
何

し
に
命
な
が
ら
へ
ん
、

迎
、　
何

し
に
命
　
存
　
へ
ん
、

②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

と
て
も
め
し
つ
れ
給
は
ず
は
、
　
　
　
御

先
自
ヲ

御
手
に

掛
、

さ
し
こ
ろ
し
給

へ
、
さ
り
と
て
は
、
な
さ
け
な
や

去

と
て
は
／
ヽ

其
後

-31-



に
て
　
　
　
は
し
り
出

、

の
ふ
し
ば
し
物
申
さ
ん
、
ぜ
洲
洲

に
、
と
を
ざ
か
れ
ば

に
　
と
を
さ
か
れ
は
、

に
　

遠

さ
か
れ
ハ
、
玉
よ
ふ
ぶ
人
あ
こ
か
れ
て
、
口測
倒
劇
田引
渕
呵
¶
パ
，御
声

よ
べ
と
さ
け
へ
と
、
か
い
も
な
ぎ

成
共
、
渕割
聞劉
「
‐四「
コ
園
「「ｄ
月司
�刊
ｄ
ｌ
コ
Ｍ「‐口
釧
劇
国�
「日
、
州
「国
引
劇
到
倒

さ
の
い
そ
千
鳥
、
ね
を
の
み
な
け
き
給
べ
共
、
か
た
ち
は
失
て
、
み
へ
さ
り

さ
の

磯

千
鳥
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
‐
ノ、‐
消
で
１
無
亮

ｔ
ａ

ぶ
に
ん
　
、
あ
ま
り
の
か
な
し
さ
に
、
か
ち
は
た
し

い
た
は
し
や
、
　
　

　

ぶ
し
ん
は
、

玉
よ
ふ
ぶ

人

ハ
　
あ
こ
か
れ
て
、
　
　

　

　

か
ち
は
た
し

に
て
渚
ま
て
う
か
れ
出
さ
せ
給

へ
つ
ゝ
、

な
日
す
に
今

一
と
．
す
が
た
な
り
共
み
せ
給

へ
と
、
よ

へ
ど
さ
け
べ
と
、
か

洲
冽
劃
倒
剖
、
く
も

ゐ
は

る
か

に
、
と

び
あ
か
り

、
が
だ

ぢ

ば
），
せ
で
、
パ

‘，

わ
が
が
ヽ

そ
な
た
の
空
に
、
ゆ
ひ
を
さ
し
、
　
　
う
ら
め
し
　
　
　
や
、
わ
か
つ
ま
は

其
　
方
の
空
に
、　
指

を
さ
し
、
あ
ら
　
恨
　
し
の
我
夫
や
、

あ
の
く
も
間
を
や
か
け
ぬ
ら
ん
、
そ
な
た
の
浪
ぢ

あ
の
風
波
を
は
漕
行
ん
、
あ
の

雲

合
を
や

別

ぬ
ら
ん
、
　

此
　
　
浪
地
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や
わ
け
ぬ
ら
ん
と
、
な
け
き
し
つ
ま
せ
給
い
、

を
や

渡

ル
ら
ん
と
、
　

歎
　
口
説
か
せ
給

へ
け
る

―
―
―
以
下
、
【奥
】
の
み
に
あ
り

―
―
―

他
所

へ
出
さ
せ
給
ふ
時
、
お
そ
き
く
る
わ
の
春
待
て
、
妻
戸
に
立
添
か
、
帰

有
し
其
時

ハ
、
初
花
の

一
枝
よ
り
も
珍
敷
心
と
け
た
り
、
自

ハ
同
屋
形
の
内

て
さ
へ
、
片
時
も
御
姿
ミ
ぬ
時
ハ
、
心
む
す
ぼ
れ
、
気
も
乱
、
狂
気
の
如
の

自
か
、
何
し
に
存

へ
有
べ
来
ｎに
、
浜
の
砂

ハ
尽
共
、
思
の
程

ハ
余
も
尽
し
、

由
や
夫
ふ
ハ
ニ
世
と
聞
、
永
未
来
を
楽
ん
と

‐―
―
―
―
―

」ヽ
」ヽ
き
ま
で
ヽ
‐１
１
‥
―
―

あ

ヽ
な
げ
く
ま
し
や
我
か
心
、
命
な
が
ら
へ
せ
ん
な
し
と
、
す
で
に
　
身
を

す
で
に
、
じ
か
海
に

な
げ
ん
と
し
給

へ
は

い
と
み
へ
け
る
を
、

入
ん
と
な
し
け
れ
と

に
よ
う
ば
う
た
ち
、　
　
　
　
や
れ
扱
、
こ
は
う
ら
め
し
の
御
心
や
、
の

女
　
方
　
立
　
は
取
付
、
御
身
ひ
と
り
の
み
な
ら
す
、

数
多
　
女
　

一房
　
　
　
　
取
押
、
御
身
　
独
　
の
身
に
非
、　
省
ら
せ
給
ヘ

ふ
　
や
ど
り
給
ふ
御
子
を
は
、
月
日
の
ひ
か
り
も
み
せ
ず
し
て
、
い
か
で

や
と
り
給
ふ
御
子
を
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
て
か

し
、　
　
　
　
　
御
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
争

し
つ
め
給
ふ
べ
き
　
ひ
ら
に
／
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
し
と
ゞ

は
じ
　
　
給
ふ
へ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
し
と

ヽ

し
　
　
給
ふ
へ
し
、
兼
テ
女
ハ
罪
有
と
間
に
付
て
も
大
事
成
と
無
体
に
御

め
　
　
　
や
か
た
を
さ
し
て
、
か

へ
ら
る

ゝ

め
　
　
　
や
か
た
を
さ
し
て

　

帰

ら
る

ゝ

供
致

つ

ゝ
屋

形

を

差

て

　

帰

　

る

ヽ

囲
田
開
［Ш
の
部
分
で
は
、
江
戸
板
に
は
な
い
友
重
奮
戦
の
場
面
が
奥
浄
瑠

璃
本
に
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
奥
浄
瑠
璃
本
が
直
接
江
戸
板
に
拠
っ
た
の
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
板
と
共
通
の
祖
本
か
ら
出
た
と
す

る
な
ら
ば
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
段
構
成
が
両
者
で
は
異
な
っ
て
お
り
、

少
な
く
と
も

一
方
は
共
通
祖
本
の
段
分
け
を
改
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、［Ш
四
困
‐２‐
一の
部
分
で
は
、前
後
し
て
は
い
る
も
の
の
、
点
線
①
②
や

傍
線
を
付
し
た
言
い
回
し
も
含
め
て
、
「耗
鋼

鳩̈
雛
…
…
む饒
ひ
琥̈
艦
丈
さ
ビ

ゃ

「ぃ締
竹
髪
諸
ま
て湾
品
」
な
ど
の
部
分
は
上
方
板
と
奥
浄
瑠
璃
本
と
で
は
対

応
が
辿
れ
る
の
に
対
し
て
、
江
戸
板
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
文
辞
は
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お
ろ
か
、
内
容
的
に
も
上
方
板

・
江
戸
板
両
者
に
は
見
ら
れ
な
い
、
奥
浄
瑠

璃
本
の
み
の
独
自
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
祖
本
か

ら
出
た
と
は
、
や
は
り
考
え
に
く
い
。

す
な
わ
ち
、
奥
浄
瑠
璃
本
は
、
図
①
の
回
同
国
は
も
と
よ
り
、
屈
］日
板
や

ヵ
「悧『祖
一本
と
も
異
な
る
、
別
の
江
戸
板
に
依
拠
し
て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
奥
浄
瑠
璃
本
と
江
戸
板
と
の
次
の
よ
う

な
異
同
の
例
か
ら
見
て
、
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
板
で

「
日
か
け
に
ね
ね
ふ
る
」
と
あ
る
部
分

（四
オ
）
に
つ
い
て
、

上
方
板
で

「
日
か
げ
に
ね
む
る
」
と
あ
る
こ
と
を
参
看
す
る
な
ら
ば
、
『古

浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
十
が
傍
注
す
る
よ
う
に

「行
力
」
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
が
、奥
浄
瑠
璃
本
で
「
日
か
け
居
ね
む
る
」と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
ゐ
」

と
あ
っ
た
仮
名
を
、　
一
方
は

「ね
」
と
誤
り
、
他
方
は

「居
」
と
漢
字
表
記

に
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
奥
浄
瑠
璃
本
の
け
し
こ
く
道
行
中
に

「
肥
後
に
バ
劇
あ
そ
の
嶽
」

と
あ
る
の
は
、上
方
板
に
「
ひ
ご
の
八
代
あ
そ
が
だ
け
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「八

代
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、右
の
よ
う
な
表
記
が
な
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
板

「ひ

こ
に
バ
列
あ
そ
の
た
け
」
と
い
う
よ
う
な

「
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
」
と
も
読
め
る
宛

字
の
本
文
に
依
拠
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
諸
本
関
係
を
整
理
し
て
、
示
す
と
、
図
②
の
よ
う
に
な
る
。

（三
）

（二
）
で
取
り
あ
げ
た
奥
浄
瑠
璃
本
の
書
名

『誓
願
寺
如
来
記
』
は
内
題

に
拠
る
の
で
あ
る
が
、
外
題
と
尾
題
は

「時
計
本
地
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

寝
覚
め
の
枕
を
日
本
へ

「送
る
ゝ
、
今
の
世
迄
も
、
時
計
と
云
る
重
宝
ハ
、

此
御
代
よ
り
も
始
り
け
る
」
と
あ
る
場
面

（奥
浄
瑠
璃
本
、
二
）
（注
ι
に
拠

る
書
名
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
作
品
が
東
北
の
地
で
は
こ
の

書
名
で
も
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
、
上
方
に
お
け
る
刊
本
で

「時
計
本
地
」
と
い
う
書
名

は
従
来
聞
か
な
か
っ
た
。
江
戸
板
の
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
は
初
丁
が

落
丁
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
都
立
図
書
館
蔵
本
は
内
題
は
な
く
、
下
方
に

「初
段
」
と
の
み
あ
る
。
両
本
と
も
元
題
餐
は
な
く
、外
題
も
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
先
立
つ
と
思
わ
れ
る

（刊
記
の
干
支
の

「乙
巳
」
の
上
に

「享
保
」

注

図②
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と
い
う
年
号
が
あ
る
）
架
蔵
本
に
は
元
題
茶
が
残
る

（図
③
参
照
）。

板
心

（柱
題
）
に

「せ
い
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
初
の
内
題
は

「誓

願
寺
」
云
々
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
削
ら
れ
、
題
餐
に

「時
計

の
起
原
」
の
外
題
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

奥
浄
瑠
璃
本
の
「時
計
本
地
」
と
い
う
外
題
・尾
題
は
、架
蔵
本

（の
題
禁
）

が
出
現
し
た
こ
と
で
、
書
写
者
が
先
の
場
面
に
拠
っ
て
東
北
の
地
で
は
じ
め

て
記
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
架
蔵
本
の
題
答
に
あ
る
外
題

「時
計

の
起
原
」
と
い
う
系
統
の
外
題
を
持
つ
江
戸
の
六
段
本
が
東
北
へ
伝
え
ら
れ
、

そ
の
六
段
本
に
拠
っ
た
書
名
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
架
蔵
本
と
同
様
の
外
題
、
内
題
の
六
段
本
が
奥
浄
瑠
璃
本
書
写
者
の
手

元
に
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。
奥
浄
瑠
璃
本

の
内
題
が

「誓
願
寺
如
来
記
」
、
外
題

（尾
題
）
が

「時
計
本
地
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は
、
「誓
願
寺
如
来
記
」
と
い
う
内
題
が
あ
り
、

「時
計
本
地
」
と
い
う
外
題
が
付
さ
れ
た
六
段
本
が
東
北
に
は
齋
さ
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
奥
浄
瑠
璃
本
の
扉
題
が

「誓
願
寺
如
来
時
計
本
地
由

来
記
」
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
を
合
体
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
（注
５
）ｏ
そ
う
だ
と

す
る
と
、
そ
の
体
裁
の
六
段
本
は
、
架
蔵
本
を
含
む
現
存
江
戸
板
と
は
異
な

り
、
（二
）
で
掲
げ
た
奥
浄
瑠
璃
本
独
自
部
分
を
有
す
る
詞
章
で
、
正
住
投

獄
を
二
段
目
末
に
置
い
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い

（そ
の
場

合
、
国
②
の
江
「月
楓
Ｘ‐
を
右
の
よ
う
な
江
戸
板
と
す
る
こ
と
は
年
代
的
に
疑

間
が
あ
り
、
同
図
屈
］四
一円
凶
と
園
圏
［国
□
困］と
の
間
に
、
も
う
一本
、
江
戸

の
六
段
本
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
方
板
の
内

題

「誓
願
寺
本
地
」
（外
題
不
明
）
や
、
都
立
図
書
館
蔵
本
の
仮
題

「都
誓

願
寺
如
来
之
御
本
地
」
（改
装
題
餐
の
墨
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
に
拠
っ

た
の
か
は
不
明
）
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
「外
題
年
鑑
』
に
見
え
る
が
正

図③ (左)終T(刊記) /(右 )表紙 (題螢)
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本
未
見
の
「契
史
国
物
語
」
（岡
本
文
弥
井
阿
波
太
夫
分
Ｙ
「誓
願
寺
名
号
記
」

（宇
治
加
賀
嫁
嘉
太
夫
事
井
門
弟
衆
の
分
。
ち
な
み
に
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館

蔵
本
は
、
「外
題
年
鑑
』
の
こ
の
記
事
に
拠
っ
て

「
せ
い
ぐ
は
ん
じ
名
号
記
」

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
）
で
も
な
く
、
「時
計
本
地
」
を
書
名

（の
一
つ
）

と
す
る
奥
浄
瑠
璃
本
が
存
在
し
、　
一
方
で
、
六
段
本
が

「時
計
の
起
原
」
と

い
う
書
名
を
有
す
る
こ
と
は
、
佐
藤
理
作

（利
作
）
本
人
に
よ
る
、
六
段
本

か
ら
奥
浄
瑠
璃
本
へ
と
い
う
書
写
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
も
、
奥

浄
瑠
璃
本
書
写
の
依
拠
本
と
し
て
六
段
本
が
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
に
他
な
ら

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
本
文
が
対
応
し
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

現
在
、
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、
現
存
本
と
は
別
の
六
段
本
存
在
の
想

定
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
彼
の
手
に
成
る
奥
浄
瑠
璃
本

『今
川
三
度
之

忠
臣
』
や
佐
藤
慶
二
郎
書
写
奥
浄
瑠
璃
本

『壺
坂
之
本
地
』
で
も
同
様
の
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
佐
藤

理
作

（利
作
）
旧
蔵
書
と
し
て
六
段
本

「誓
願
寺
如
来
記
」
や

「今
川
三
度

之
忠
臣
」
、
あ
る
い
は
、
佐
藤
理
作

（利
作
）
書
写
の
奥
浄
瑠
璃
本

「
し
だ

の
小
太
郎
」
や

「切
兼
曾
我
」
「く
ま
が
ゑ
」
が
出
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
ま
で
、
江
戸
で
作
ら
れ
た
六
段
本
と
奥
浄
瑠
璃
本
の
関
係
に
つ
い
て

見
て
き
た
が
、
従
来
、
東
北
の
在
地
伝
承
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
奥
浄
瑠
璃
を
、
中
央
と
東
北
と
の
交
流
の
所
産
と
し
て
捉
え
、

浄
瑠
璃
や
説
経
研
究
を
逆
照
射
、
補
完
す
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
す
で
に

『奥
浄
瑠
璃
集
　
翻
刻
と
解
題
』
（和
泉
書
院
、　
一
九
九
四
年
二
月
）
で
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
時
、
阪
口
弘
之
先
生
が
、
「奥
浄
瑠
璃
本
を
通
じ
て
、

江
戸
浄
瑠
璃
本
文
の
具
体
的
な
姿
が
見
え
は
じ
め
て
き
た
」
も
の
、
「奥
浄

瑠
璃
本
か
ら
江
戸
浄
瑠
璃
の
あ
り
よ
う
が
今
少
し
明
確
に
な
る
も
の
」
と
し

て

『く
わ
ば
ら
女
之
助
兄
弟
か
た
き
打
』
「す
ゑ
た
け
印
問
答
」
を
取
り
あ

げ
ら
れ
て
、
奥
浄
瑠
璃
本
の
意
義
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る

（注
６
）。
従
前
の

江
戸
浄
瑠
璃
研
究
に
反
省
を
促
す
も
の
で
、
今
後
の
江
戸
浄
瑠
璃
研
究
、
奥

浄
瑠
璃
研
究
の
指
針
と
す
べ
き
視
点
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
の
旧
蔵
者
は
、
落
丁
部
分
を
補

う
に
奥
浄
瑠
璃
本
を
以
て
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
旧
蔵
者
の
手
元
に
奥
浄
瑠

璃
本
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
六
段
本
の
所
蔵
者
す
な
わ
ち
奥
浄
瑠

璃
本
の
所
蔵
者
あ
る
い
は
書
写
者
と
い
う
関
係
は
思
量
さ
れ
た
。
ま
た
、
若

月
保
治
氏
は
、
東
北
へ

「江
戸
若
し
く
は
上
方
か
ら
輸
入
さ
れ
た
正
本
」
は

「元
々
普
通
の
江
戸
本
乃
至
上
方
本
で
あ
つ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
之
等
が
奥

浄
瑠
璃
の
原
本
で
あ
つ
た
こ
と
が
、　
一
々
正
本
に
特
に
書
入
で
も
し
て
な
い

限
り
、
奥
羽
地
方
に
残
存
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
證
す
る
こ
と
は
出

来
ず
、
よ
し
輸
入
正
本
が
残
つ
て
ゐ
た
と
し
て
も
、
凡
て
は
今
日
文
化
の
中

心
地
に
再
び
流
れ
返
つ
て
、
他
の
正
本
と
混
同
さ
れ
た
筈
で
あ
る
」
と
述
べ

ら
れ
た

（注
７
）ｏ
そ
れ
に
対
し
て
、本
稿
で
は
、仙
台
藩
領
内
の
佐
藤
理
作

（利

作
）
と
い
う
人
物
の
旧
蔵
六
段
本
、
奥
浄
瑠
璃
本
の
識
語
に
よ
っ
て
、
東
北

に
残
存
し
て
い
た
六
段
本

（若
月
氏
言
う
と
こ
ろ
の

「輸
入
正
本
」）
の
存

在
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
六
段
本
の
東
北
へ
の
伝
播
の
具
体
的
な
年
代
、
地
域

ま
で
も
確
認
で
き
た
。
享
年
は
不
明
乍
ら
、
十
代
の
頃
よ
り
六
段
本
を
手
に

し
、
七
十
有
余
に
至
る
ま
で
浄
瑠
璃
本
を
書
写
し
て
い
た
彼
の
蔵
書
、
書
写

本
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
、
ひ
と
り
奥
浄
瑠
璃
に
と
ど
ま
ら
ず
、
江

戸
浄
瑠
璃
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
な
る
成
果
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
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手
を
尽
く
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
彼
の
書
写
に
よ
る

「誓
願
寺
如
来
記
」
（『時
計
本
地
』
）
に
よ
つ

て
未
知
の
江
戸
板
が
想
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「奥
浄
瑠
璃
本
が
依
拠

し
た
江
戸
板
」
を
想
定
す
る
時
、
そ
の
江
戸
板
と
は
、
明
暦

・
万
治
や
寛
文

期
の
作
品
で
あ
つ
て
も
、
直
接
そ
の
古
い
江
戸
板
に
拠
っ
て
東
北
の
地
で
詞

章
を
刈
り
込
み
乍
ら
奥
浄
瑠
璃
本
と
し
て
書
写
し
て
い
っ
た
と
い
う
例
も
な

い
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
古
浄
瑠
璃
の
初
演
本
な
ど
を
も
と
に
し
て
江
戸

で
作
ら
れ
た
享
保
頃
の
六
段
本
、
あ
る
い
は
、
ず
つ
と
下
っ
た
文
化

・
文
政

頃
の
再
印

・
覆
刻
本
―
そ
れ
ら
が
、
た
と
え
、
伝
存
を
聞
か
な
い
も
の
で

あ
っ
て
も
―
を
、
そ
の
依
拠
本
と
し
て
ま
ず
は
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

（注
）

１

『
思
文
閣
姉特
目
録
』
第
四
号
に
も
こ
れ
ら
二
点
は
掲
載
さ
れ
て
い
る

（６３
頁
Ⅲ
番

「き
り
か
ね
」
、
１４５
番

「熊
谷
し
。
こ
れ
ら
に
「佐
藤
利
作
」

の
印
記
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
阪
口
弘
之
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

２
　
『今
川
三
度
之
忠
臣
』
『壺
坂
之
本
地
」
は

「奥
浄
瑠
璃
集
　
翻
刻
と
解

題
』
続
編
に
収
載
予
定
。

３
　
田
草
川
み
ず
き
氏
が
紹
介
さ
れ
た
表
具
又
四
郎
の
段
物
集

『道
行
き
ぬ

表
具
』
（「表
具
節
段
物
集

「道
行
き
ぬ
表
具
」
解
題

・
翻
刻
」
（「演
劇

研
究
」
第
二
九
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
））
に
は
、
「誓
願
寺
道
行
」
も

所
収
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
上
方
板
の
道
行
と

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

４
　
上
方
板
で
は

「
日
本
へ
渡
さ
る
ヽ
、
今
の
代
ま
で
も
、
我
朝
の
と
け
い

と
申
、
て
う
ほ
う
は
、
此
御
代
よ
り
も
は
し
ま
れ
り
」
（第

一
）
、
江
戸

板
で
は
「
や
か
て
、
日
本
へ
わ
た
さ
る
ヽ
、今
の
よ
迄
も
、此
国
の
と
け
い

と
い
へ
る
て
う
ほ
う
は
、此
御
代
よ
り
初
り
け
る
」
（二
た
ん
め
）と
あ
る
。

５
　
江
戸
板
の
挿
絵
第

Ｔ
二
図
中
に
は

「と
け
い
の
は
じ
ま
り
の
ま
く
ら
」

と
い
う
説
明
が
あ
る
が
、
上
方
板
に
は
な
い
。
江
戸
の
六
段
本
で
は
、

本
作
を

「と
け
い
の
は
じ
ま
り
」
を
描
く
も
の
と
し
て
売
り
出
そ
う
と

い
う
意
図
が
窺
え
、
そ
の
流
れ
の
中
に
奥
浄
瑠
璃
本
の
書
写
は
あ
る
と

見
て
よ
か
ろ
う
。

６

「作
者
と
編
者
―
寛
文
期
江
戸
浄
瑠
璃
と
書
津
―
」
（「神
戸
女
子
大
学

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
９
号
、
二
〇

一
五
年
六
月
）。

７
　
『古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
四
巻
、
櫻
井
書
店
、　
一
九
四
四
年
十

一
月
。

〔謝
辞
〕
本
稿
は
、
科
研
費

Ｈ８
一８
一一
「古
浄
瑠
璃
年
表
編
纂
の
た
め
の
総

合
的
基
礎
研
究
」
（代
表
者

一
阪
口
弘
之
先
生
、
研
究
分
担
者

¨
沙
加

戸
弘
氏

・
林
久
美
子
氏

・
井
上
勝
志
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
冒
頭
に
挙
げ
た
、神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
『し

だ
の
小
太
郎
』
は
本
助
成
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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